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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第15期

第２四半期累計期間
第14期

会計期間
自 2023年12月１日
至 2024年５月31日

自 2022年12月１日
至 2023年11月30日

売上高 （千円） 1,268,197 2,225,111

経常利益 （千円） 122,449 255,065

四半期（当期）純利益 （千円） 76,589 201,040

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － －

資本金 （千円） 411,552 20,000

発行済株式総数 （株） 992,000 672,000

純資産額 （千円） 1,223,581 363,887

総資産額 （千円） 2,524,395 1,764,590

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 91.38 299.17

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － －

１株当たり配当額 （円） － －

自己資本比率 （％） 48.5 20.6

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 110,906 373,047

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △92,276 △83,334

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 672,712 △362,521

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 1,295,570 604,228

 

回次
第15期

第２四半期会計期間

会計期間
自 2024年３月１日
至 2024年５月31日

１株当たり四半期純利益 （円） 56.56

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２. 持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社を有していないため、記載しておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

４. １株当たり配当額については、配当を実施していないため、記載しておりません。

５．当社は、第14期第２四半期累計期間については四半期財務諸表を作成していないため、第14期第２四半期累

計期間に係る主要な経営指標等の推移については記載しておりません。

６．当社は、2023年10月23日開催の取締役会決議により、2023年10月31日付で普通株式１株につき600株の割合

で株式分割を行っております。前事業年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期

（当期）純利益を算定しております。
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７．第15期第２四半期累計期間における資本金、純資産額及び自己資本比率の大幅な増加は、2024年２月28日に

東京証券取引所グロース市場及び名古屋証券取引所ネクスト市場に上場したことに伴う新株発行によるもの

であります。

 

 

２【事業の内容】

当第２四半期累計期間において、当社において営まれている事業の内容について、重要な変更はありません。ま

た、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、経営

者が当社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると認識している主

要なリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありませ

ん。

 

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において判断したものであります。なお、当社は、前第

２四半期累計期間については四半期財務諸表を作成していないため、前年同四半期累計期間との比較分析は行ってお

りません。

 

 

(1）財政状態の状況

当第２四半期会計期間末の総資産は、前事業年度末に比べ759,804千円増加し、2,524,395千円となりました。

これは、流動資産が719,082千円増加し1,717,222千円となったこと及び固定資産が40,722千円増加し807,173千

円となったことによるものであります。

流動資産の主な増加は、現金及び預金が691,342千円増加したことによるものであります。

固定資産の主な増加は、有形固定資産が35,567千円増加、ソフトウエアが5,021千円増加したことによるもの

であります。

負債については、前事業年度末に比べ99,889千円減少し、1,300,813千円となりました。これは、流動負債が

20,839千円減少し500,386千円となったこと及び固定負債が79,049千円減少し800,426千円となったことによるも

のであります。

流動負債の主な減少は、買掛金が14,279千円増加及び未払金が6,402千円増加したものの、未払消費税等が

40,023千円減少したことによるものであります。

固定負債の主な減少は、長期借入金の約定返済により80,103千円減少したことによるものであります。

純資産については、四半期純利益76,589千円の計上による利益剰余金の増加、資本金及び資本剰余金がそれぞ

れ391,552千円増加したことにより、1,223,581千円となりました。

 

(2）経営成績の状況

当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症が沈静化の様相を見せるとともに、

インバウンドがますます増加して、社会経済活動はようやく賑わいを見せつつある一方、国際情勢悪化の長期化

や、過去に類をみない円安傾向の継続、原材料やエネルギー価格の高騰、また、一般消費財も値上げの傾向が続

いており、依然として先行き不透明な状況が続いております。

外食産業におきましては、人出の回復が見られるものの、国際情勢悪化や円安等に起因する原材料やエネル

ギーの価格高騰、一般消費財も値上げ等が継続しており未だ厳しい状況が続いております。

このような状況の中、当社では、一大イベントであるレッチュー甲子園の開催、ブランド認知拡大のため５月

に名古屋市にて開催された音楽フェス「ＦＲＥＥＤＯＭ ＮＡＧＯＹＡ2024」への出店や、各店舗考案によるイ

ベント、限定メニューの提供等の施策を実施、継続してＱＳＣ（Ｑｕａｌｉｔｙ Ｓｅｒｖｉｃｅ Ｃｌｅａｎｌ

ｉｎｅｓｓ）の向上にも取り組み、より多くのお客様に楽しんで頂けるような活動を継続しております。

なお、当第２四半期累計期間において新規直営店３店舗及び新規業務委託店１店舗の出店を実施いたしまし

た。当第２四半期会計期間末現在における店舗数は58店舗（内フランチャイズ店15店舗）となりました。

以上の結果、当第２四半期累計期間の売上高は1,268,197千円、営業利益は143,608千円、経常利益は122,449

千円、四半期純利益は76,589千円となりました。

 

なお、当社は飲食事業の単一セグメントであるため、セグメント別の記載を省略しております。

 

(3）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という)は前事業年度末に比べ691,342千

円増加し、1,295,570千円となりました。

当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況は以下のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）
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当第２四半期累計期間の営業活動により増加した資金は110,906千円であります。これは、税引前四半期純利

益122,449千円、減価償却費46,595千円の増加が、売上債権の減少27,633千円、未払消費税等の減少40,023千円

を上回ったことによるものであります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期累計期間の投資活動により減少した資金は92,276千円であります。これは、有形固定資産の取得

による支出76,772千円、差入保証金の差入による支出13,584千円等によるものであります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期累計期間の財務活動により増加した資金は672,712千円であります。これは、株式の発行による

収入772,983千円の増加が、長期借入金の返済による支出92,851千円、上場関連費用の支出6,617千円の資金の減

少を上回ったことによるものであります。

 

(4）経営方針・経営戦略等

当第２四半期累計期間において、当社が定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はありません。

 

(5）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第２四半期累計期間において、当社が優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更はあ

りません。

 

(6）研究開発活動

該当事項はありません。

 

 

３【経営上の重要な契約等】

当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 2,688,000

計 2,688,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（2024年５月31日）

提出日現在発行数（株）
（2024年７月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 992,000 992,000

東京証券取引所

グロース市場

名古屋証券取引所

ネクスト市場

完全議決権株式であ

り、権利内容に何ら

限定のない当社にお

ける標準となる株式

であります。

なお、単元株式数は

100株であります。

計 992,000 992,000 － －

（注）当社株式は2024年２月28日付で、東京証券取引所グロース市場及び名古屋証券取引所ネクスト市場に上場いたしま

した。

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

2024年３月１日～

2024年５月31日
－ 992,000 － 411,552 － 391,552
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（５）【大株主の状況】

  2024年５月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

株式会社エム・カンパニー
愛知県知多郡南知多町大字内海字一色10

番地
420,000 42.34

大谷 光徳 愛知県知多郡南知多町 132,000 13.31

中島 翔太 愛知県名古屋市中区 60,000 6.05

株式会社ＳＢＩ証券 東京都港区六本木１丁目６番１号 47,200 4.76

株式会社日本カストディ銀行

（信託口）
東京都中央区晴海１丁目８番12号 43,000 4.33

ａｕカブコム証券株式会社
東京都千代田区霞が関３丁目２番５号

霞が関ビルディング24階
27,100 2.73

野村證券株式会社 東京都中央区日本橋１丁目13番１号 25,900 2.61

ＪＰモルガン証券株式会社
東京都千代田区丸の内２丁目７番３号

東京ビルディング
13,200 1.33

ＧＭＯクリック証券株式会社 東京都渋谷区道玄坂１丁目２番３号 12,500 1.26

石田 央 愛知県名古屋市港区 12,000 1.21

計 － 792,900 79.92

（注）発行済株式（自己株式を除く。）の総数に対する所有株式数の割合は、小数点以下第３位を四捨五入しておりま

す。

 

 

（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2024年５月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）  － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 990,400 9,904

完全議決権株式であ

り、権利内容に何ら限

定のない当社における

標準となる株式であり

ます。

なお、単元株式数は

100株であります。

単元未満株式 普通株式 1,600 － －

発行済株式総数  992,000 － －

総株主の議決権  － 9,904 －

 

②【自己株式等】

該当事項はありません。
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２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第

63号）に基づいて作成しております。

なお、当四半期報告書は、第２四半期に係る最初に提出する四半期報告書であるため、前年同四半期との対比は

行っておりません。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間（2024年３月１日から2024年

５月31日まで）及び第２四半期累計期間（2023年12月１日から2024年５月31日まで）に係る四半期財務諸表につい

て、仰星監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

（2023年11月30日）
当第２四半期会計期間
（2024年５月31日）

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 862,235 1,553,578

売掛金 73,739 101,373

商品及び製品 5,407 11,867

原材料及び貯蔵品 5,964 3,821

前払費用 27,057 33,565

未収入金 21,872 11,036

その他 1,860 1,978

流動資産合計 998,139 1,717,222

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 418,006 445,553

構築物（純額） 0 0

機械及び装置（純額） 83,515 84,224

工具、器具及び備品（純額） 25,168 27,922

車両運搬具（純額） 216 1,025

建設仮勘定 4,354 8,102

有形固定資産合計 531,260 566,828

無形固定資産   

ソフトウエア 4,899 9,920

ソフトウエア仮勘定 2,240 -

その他 - 1,925

無形固定資産合計 7,139 11,845

投資その他の資産   

差入保証金 105,136 114,251

長期前払費用 28,089 26,459

繰延税金資産 94,774 87,738

その他 50 50

投資その他の資産合計 228,050 228,499

固定資産合計 766,451 807,173

資産合計 1,764,590 2,524,395
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  （単位：千円）

 
前事業年度

（2023年11月30日）
当第２四半期会計期間
（2024年５月31日）

負債の部   

流動負債   

買掛金 64,075 78,355

１年内返済予定の長期借入金 161,735 148,987

未払金 55,466 61,869

未払費用 85,670 102,569

未払法人税等 53,459 47,082

未払消費税等 64,630 24,607

預り金 23,318 27,101

契約負債 6,633 5,383

リース資産減損勘定 1,605 1,605

店舗閉鎖損失引当金 56 -

その他 4,575 2,825

流動負債合計 521,226 500,386

固定負債   

長期借入金 825,082 744,979

資産除去債務 43,091 45,747

長期リース資産減損勘定 2,809 2,007

その他 8,493 7,693

固定負債合計 879,476 800,426

負債合計 1,400,702 1,300,813

純資産の部   

株主資本   

資本金 20,000 411,552

資本剰余金 - 391,552

利益剰余金 343,887 420,477

株主資本合計 363,887 1,223,581

純資産合計 363,887 1,223,581

負債純資産合計 1,764,590 2,524,395
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（２）【四半期損益計算書】

【第２四半期累計期間】

 （単位：千円）

 
当第２四半期累計期間
（自 2023年12月１日
至 2024年５月31日）

売上高 1,268,197

売上原価 339,676

売上総利益 928,520

販売費及び一般管理費 ※ 784,912

営業利益 143,608

営業外収益  

受取利息 3

利子補給金 86

その他 140

営業外収益合計 231

営業外費用  

支払利息 4,339

株式交付費 10,120

上場関連費用 6,617

その他 312

営業外費用合計 21,389

経常利益 122,449

特別損失  

固定資産除売却損 0

特別損失合計 0

税引前四半期純利益 122,449

法人税、住民税及び事業税 38,822

法人税等調整額 7,036

法人税等合計 45,859

四半期純利益 76,589
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】

 （単位：千円）

 
当第２四半期累計期間
（自 2023年12月１日
至 2024年５月31日）

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税引前四半期純利益 122,449

減価償却費 46,595

店舗閉鎖損失引当金の増減額（△は減少） △56

受取利息及び受取配当金 △3

支払利息 4,339

株式交付費 10,120

上場関連費用 6,617

固定資産除売却損 0

売上債権の増減額（△は増加） △27,633

棚卸資産の増減額（△は増加） △4,316

前払費用の増減額（△は増加） △6,584

未収入金の増減額（△は増加） 10,836

仕入債務の増減額（△は減少） 14,279

未払金の増減額（△は減少） 3,881

未払費用の増減額（△は減少） 16,899

未払法人税等（外形標準課税）の増減額（△は減少） 8,259

未払消費税等の増減額（△は減少） △40,023

預り金の増減額（△は減少） 3,783

契約負債の増減額（△は減少） △1,249

預り保証金の増減額（△は減少） △800

その他 87

小計 167,480

利息及び配当金の受取額 3

利息の支払額 △3,119

法人税等の支払額 △53,459

営業活動によるキャッシュ・フロー 110,906

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有形固定資産の取得による支出 △76,772

ソフトウエアの取得による支出 △4,032

長期前払費用の取得による支出 △1,411

差入保証金の差入による支出 △13,584

差入保証金の回収による収入 4,469

その他 △946

投資活動によるキャッシュ・フロー △92,276

財務活動によるキャッシュ・フロー  

長期借入金の返済による支出 △92,851

株式の発行による収入 772,983

上場関連費用の支出 △6,617

その他 △802

財務活動によるキャッシュ・フロー 672,712

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 691,342

現金及び現金同等物の期首残高 604,228

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 1,295,570
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【注記事項】

（四半期損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
当第２四半期累計期間
（自2023年12月１日
至2024年５月31日）

給与手当 330,003千円

地代家賃 85,629　〃

減価償却費 37,171　〃

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のとおり

であります。

 
当第２四半期累計期間
（自 2023年12月１日
至 2024年５月31日）

現金及び預金勘定 1,553,578千円

預入期間が３ケ月を超える定期預金 258,007　〃

現金及び現金同等物 1,295,570千円

 

 

（株主資本等関係）

当第２四半期累計期間(自2023年12月１日　至2024年５月31日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。

 

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日後

となるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

当社は、2024年２月28日に東京証券取引所グロース市場及び名古屋証券取引所ネクスト市場に株式を上

場いたしました。この上場にあたり2024年２月27日を払込期日とする有償一般募集（ブックビルディング

方式による募集）による新株式320,000株の発行により、資本金及び資本準備金がそれぞれ391,552千円増

加しております。

これらの結果、当第２四半期会計期間末において資本金が411,552千円、資本剰余金が391,552千円と

なっております。

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当社は、飲食事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、以下のとおりであります。

（単位：千円）
 

製品及びサービスの名称
当第２四半期累計期間
(自 2023年12月１日
至 2024年５月31日)

直営店売上高 1,197,162

業務委託売上高 51,543

ＦＣ売上高 10,730

顧客との契約から生じる収益 1,259,436

その他の収益 8,760

外部顧客への売上高 1,268,197
 
 

 

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第２四半期累計期間
（自 2023年12月１日
至 2024年５月31日）

１株当たり四半期純利益 91円38銭

（算定上の基礎）  

四半期純利益（千円） 76,589

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 76,589

普通株式の期中平均株式数（株） 838,120

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2024年７月12日

光フードサービス株式会社

取締役会　御中

 

仰星監査法人

名古屋事務所

 
指 定 社 員

業務執行社員
 公認会計士 小出　修平

 

 
指 定 社 員

業務執行社員
 公認会計士 木全　泰之

 

監査人の結論
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている

光フードサービス株式会社の2023年12月１日から2024年11月30日までの第15期事業年度の第２四半期会

計期間（2024年３月１日から2024年５月31日まで）及び第２四半期累計期間（2023年12月１日から2024

年５月31日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期

キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、光フードサービス株式会社の2024年５月31

日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フロー

の状況を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。
 
監査人の結論の根拠
当当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半
期レビューを行った。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期財務諸表の四半期
レビューにおける監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する
規定に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 
四半期財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して
四半期財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の
ない四半期財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す
ることが含まれる。
四半期財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期財務諸表を作成する
ことが適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作
成基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任があ
る。
監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視するこ
とにある。
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四半期財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任
監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立
の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。
監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レ
ビューの過程を通じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他
の四半期レビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら
れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要
な不確実性が認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期財務諸表において、我
が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されて
いないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な
不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において四半期財務諸表の注記事項に注意を喚
起すること、又は重要な不確実性に関する四半期財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期財
務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、四半
期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企
業として存続できなくなる可能性がある。
・　四半期財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸
表の作成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事
項を含めた四半期財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期財務諸表が基礎となる取引や会計事
象を適正に表示していないと信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。
監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー
上の重要な発見事項について報告を行う。
監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守し
たこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するた
めの対応策を講じている場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用
している場合はその内容について報告を行う。
 
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな
い。

以上

 

 
  
（注）１．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社(四半期報告書提出会社)が別途保管しておりま

す。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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